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A? 溜慧監～､き
いきと遜 べる4 帯を社食していくため に. カンJ 咽 力をお肌 ､ します｡ 一

抑 =兼しむ仲河毛大# 迎です｡

昨年よの粥fL にあたり､ 今までにたくさんの 人 からあたたかいr お金カン/(J や ､ ｢さとう. 8I りばしカンJ(｣ な

どたくさん7I き余した｡ ここに はお名 抑まJE せ幸せ んが ､ 心か らありがと - う! ≡ F ございました｡
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☆4 月から開催曜日が第2 ･ 第4 の土 ･ 白 ･ 月 ･ 火 ･ 水に変わりました｡

★繭の日は､ 平日はお休みします｡
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< ろべ のつぶやき H 2 3 .
7 月号 ( 2 0 1 1 年 6 月 5 日執筆)

< ろ べ です｡ こんにちは｡

昨 日臥 名古屋で ､ づ< り協会の韓会で した｡ 冶金関連企薗で被災地域での遊

び場づ< りを考える企蘭で ､ 私も括をする横会をいただきました｡

沿岸甜こ比べれば比較的被害 刑 lさか つ r= 仙台中心市街地にあ
っ ても子どもた

ちには異変がおこ っ ていたし､ 親たちは不安に患っ て
いたんだけれど､ 以前から

いる唐頼できる大人､ 仲間との出会いを作れたことが大きな支
えになっ r= と患い

ます｡

遊び場の再開のために. 乳幼児をつれたお母さんr= ちがはじめて
の賢し合いを

したときに､ 子どもの様子をおしや べりしあっ て, すこし気持ちに余裕ができた

ということ｡ 広報もできない状況なのに･ 公園にいるだけで､ た< さ
んの子ども

r= らと会えたこと｡ は じめ臥 子どもたちの様子が皆段とは違う
ことが見て取れ

たけれど､ 遊んで､ おし や ペりしながら､ だんだんと前のよう
に戻 っ ていたこと｡

私は鉄道復舛で休みなしで家族と
一

緒にいられない状況で したから､ プレ
ー パ

ー クで の妻r= ちの つながりがあっ たことで､ 私自身が安蝕すること
ができました｡

人間の力が及ばない大きな災奮に出会うと､ 事前にや っ てい r=
ことしか自分た

ちを助けてくれないと強< 思い知らされます｡

r プレ ーJ ト クをやっ ててよか つ r=｣

この こと臥 全雪のお母さん遵にも帯したいし､ お父さんたちにも持した
い｡

El本全雷でこんな軌 機 奮は起こ っ てほしくはないけれど､ いざという
と書にプ

レ
ー パ ー

クという遠があり､ 仲圃 机 l ること臥 自分たちや家族を色
んな面で守

っ て< れて ､ 安心を< れる存在になる と患いました｡

それから､ 佐野さん (おかん) 飢 噂 較の校長先生の青葉を解介L
,て < れr= ､

｢ 手どもは穎で集 っているけれど､ 目の底がグレ
ー に､ A っ て いるように見える｡

子どもの目をきらきらとしたものにする r= めに､ 協力してほしし
t
B ｣ と害われた

ことに臥 どきりとしました｡ 毎 日子どもを見ている学校の先生がそのように感

じているん私 道び場に関わる大人と して是非とも協力したいものだと患いまL
,

r= . 企薗 の辛後に映されr= 勤番で ､ あそぴ - ば
-

( 気仙沼の遊び場) で 4 人の女

の子が元気に歌う ｢ 虹｣ にぐつ ときました｡

｢ き っ と明日はいい天気｣

そうしたいですね｡

金塊で臥 r= < さんの方に声をかけてもらいました｡ みなさん ､ ありがとうo




